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は
じ
め
に

第
79
回
全
国
保
健
所
長
会
総
会
は
、

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス
感
染
症
流
行
の
影
響

を
受
け
、
会
議
時
間
短
縮
の
た
め
、
総
会

部
分
を
書
面
開
催
と
し
、
研
究
事
業
報

告
・
会
員
協
議
部
分
は
、
令
和
4
年
10

月
６
日（
木
）に
山
梨
県
会
場（
ア
ピ
オ
甲

府
）と
オ
ン
ラ
イ
ン
のハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で

開
催
さ
れ
ま
し
た（
写
真
）。
令
和
元
年
以

来
、3
年
ぶ
り
の
実
地
開
催
と
な
り
ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

保
健
所
長
会
会
長
表
彰
選
考
委
員
会
の

選
任
、
後
援
等
依
頼
への
対
応
につい
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

渉
外
担
当
理
事
か
ら
、「
令
和
５
年
度 

保
健
所
行
政
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る

要
望
書
」の
提
出
に
つい
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
来
年
度
に
つい
て
は
、
８
月
ま
で
に

は
厚
労
省
の
次
年
度
予
算
編
成
案
が
お
お

む
ね
決
まって
く
る
た
め
、
従
来
の
提
出
時

期
で
あ
る
６
月
で
は
な
く
、
提
出
時
期
を

３
月
に
早
め
る
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

学
術
担
当
理
事
か
ら
、
全
国
保
健
所

長
会
総
会
に
お
け
る
研
究
報
告
、
日
本

公
衆
衛
生
学
会
奨
励
賞
の
募
集
・
推
薦
、

地
域
保
健
総
合
推
進
事
業
への
若
手
参
加

推
進
等
につい
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
担
当
理
事
か
ら
、
令
和
４
年
度

全
国
保
健
所
長
会
研
修
会
は
、
令
和
５
年

１
月
25
日（
水
）に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、ま
た
テ
ー

マ
は「
保
健
所
の
職
場
環
境
を
整
え
る（『
働

く
』を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
）」と
す
る
予

本
会
会
長
の
大
分
県
東
部
保
健
所
の

内
田
勝
彦
所
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

会
員
を
は
じ
め
全
国
の
保
健
所
職
員
に
対

し
て
、
昨
年
か
ら
の
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
第
６
波
、
第
７
波
に
対
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
感
染
拡
大
防
止
お
よ
び

感
染
者
の
療
養
調
整
等
に
尽
力
し
て
い
る

こ
とへの
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
取
り
組
み
に
つい
て
、
短
期

的
に
は
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
出

口
戦
略
と
し
て
、
今
後
は
で
き
る
限
り
通

常
の
医
療
体
制
で
対
応
し
て
い
く
た
め
、

地
域
で
調
整
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
ま

た
、
中
長
期
的
に
は
こ
れ
ま
で
に
も
増
し

て
の
保
健
所
機
能
強
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項（
書
面
開
催
）

担
当
理
事
報
告

総
務
担
当
理
事
か
ら
、
保
健
所
数
、

各
担
当
理
事
会
の
所
掌
、
第
68
回
全
国

定
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

広
報
担
当
理
事
よ
り
、ホ
ー
ムペー
ジ
や

『
公
衆
衛
生
情
報
』への
寄
稿
状
況
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
報
告

地
域
保
健
の
充
実
強
化
に
関
す
る
委

員
会
で
は
、
地
域
に
お
け
る
保
健
医
療
福

祉
、
保
健
所
の
体
制
強
化
に
つい
て
協
議

検
討
し
て
い
る
こ
と
、
健
康
危
機
管
理
に

関
す
る
委
員
会
で
は
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
養
成
研

修
や
Ｉ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
行
政
リ
ー
ダ
ー
研
修
に

委
員
が
ファ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
等
に
協
力
し
地

区
ブ
ロック
の
推
進
役
と
し
て
実
践
に
資
す

る
こ
と
、
公
衆
衛
生
医
師
の
確
保
と
育
成

に
関
す
る
委
員
会
で
は
、
社
会
医
学
系
専

門
医
制
度
への
対
応（
指
導
医
講
習
会
、
Ｚ

Ｅ
Ｎ
Ｈ
Ｏ
通
信
等
を
通
じ
た
情
報
発
信

等
）、
都
道
府
県
等
に
お
け
る
公
衆
衛
生

医
師
の
確
保
と
育
成
に
関
す
る
取
り
組
み

の
調
査（
横
山
班
と
の
連
携
等
）、
各
地
域

で
の
本
庁
・
大
学
等
と
の
連
携
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
の
報
告
が
書
面
で

な
さ
れ
ま
し
た
。

議
案

議
事
１
令
和
３
年
度
事
業
報
告（
案
）、

収
入
支
出
決
算
報
告（
案
）及
び
監
査
報

告
。
２
令
和
４
年
度
補
正
予
算（
案
）。
３

令
和
５
年
度
事
業
計
画（
案
）及
び
収
入

支
出
予
算（
案
）は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
事
業
報
告

永
井
仁
美
所
長（
大
阪
府
茨
木
保
健

所
）、
長
瀬
有
紀
所
長（
長
野
県
長
野
保

健
所
）の
座
長
の
下
、次
の
報
告
が
行
わ
れ
、

活
発
な
討
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
報
告
１
】「
医
療
構
想
と
包
括
ケ
ア
の
推

進
に
お
け
る
保
健
所
の
役
割
につい
て
の
研

究
」逢
坂
悟
郎
所
長（
兵
庫
県
加
東
保
健

所
）

【
報
告
2
】「
措
置
診
察
お
よ
び
措
置
入
院

者
支
援
の
課
題
整
理
と
今
後
の
保
健
所
の

対
応
の
検
討
に
関
す
る
研
究
」川
原
明
子

所
長（
福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
所
）

会
員
協
議

白
井
千
香
所
長（
枚
方
市
保
健
所
）、

古
屋
好
美
所
長（
甲
府
市
保
健
所
）の
座

長
の
下
に
、「
残
し
た
い
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の

教
訓
と
集
合
知
」を
主
題
と
し
て
、
下
記

の
講
演
に
続
き
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カッ
ショ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■「
健
康
危
機
管
理
に
お
け
る
体
制
構
築

と
そ
の
起
動
」近
藤
祐
史（
原
子
力
災
害

対
策
調
整
官〈
厚
生
労
働
省 

大
臣
官
房

厚
生
科
学
課
健
康
危
機
管
理
・
災
害
対

策
室
〉）

■「
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
お
け
る

課
題
と
方
向
性
、
全
国
保
健
所
長
会
の

活
動
」白
井
千
香
所
長（
枚
方
市
保
健
所
）

■「
災
害
対
応
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
新
型
コロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
への
対
応
」藤
田
利
枝

所
長（
長
崎
県
県
央
保
健
所
）

■「
札
幌
市
の
新
型
コロ
ナ
対
策
の
特
徴
」

館
石
宗
隆
所
長（
札
幌
市
保
健
所
）

■「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
対
応
か
ら
残
し
た
い

教
訓
～『
発
生
段
階
に
応
じ
た
対
策
の
切

替
』が
必
要
！
」小
林
良
清
所
長（
長
野
市

保
健
所
）

■「
全
国
保
健
所
への
サ
ー
ジ
拡
大
に
対
す

る
備
え
」永
井
仁
美
所
長（
大
阪
府
茨
木

保
健
所
）

次
回
第
80
回
総
会
は
、
令
和
５
年
10

月
30
日（
月
）に
、
茨
城
県
内
で
の
開
催
の

準
備
中
で
あ
る
こ
と
が
、
入
江
ふ
じ
子
茨

城
県
土
浦
保
健
所
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

第
68
回
全
国
保
健
所
長
会

会
長
表
彰

保
健
所
に
20
年
以
上
勤
務
し
、
公
衆

衛
生
行
政
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
対
す

る
表
彰
で
す
。
全
国
か
ら
推
薦
さ
れ
た
52

名
の
功
労
者
の
表
彰
が
決
定
し
ま
し
た
。

会
長
か
ら
長
年
の
公
衆
衛
生
行
政
への
貢

献
に
感
謝
と
敬
意
の
表
明
が
あ
り
ま
し

た
。
以
下
に
受
賞
者
の
お
名
前
を
紹
介
し

ま
す（
敬
称
略
）。（
表
彰
につい
て
は
、
賞
状

と
記
念
品
の
発
送
と
い
う
形
で
行
わ
れ
ま

し
た
）

北
海
道
岩
見
沢
保
健
所　

西
方
敏

之
、
北
海
道
静
内
保
健
所　

堀
雅
之
、

青
森
県
東
地
方
保
健
所　

吉
田
智
子
、

岩
手
県
大
船
渡
保
健
所　

岩
山
啓
子
、

仙
台
市
保
健
所　

福
本
恵
、
秋
田
市
保

健
所　

齋
藤
稔
、
山
形
県
置
賜
保
健
所

我
孫
子
千
佳
、
郡
山
市
保
健
所　

熊
田

久
美
子
、
新
潟
県
長
岡
保
健
所　

内
藤

晴
子
、
茨
城
県
つ
く
ば
保
健
所　

鈴
木

洋
子
、
栃
木
県
県
北
保
健
所　

佐
々
木

純
子
、
群
馬
県
藤
岡
保
健
所　

高
久
順

子
、
埼
玉
県
朝
霞
保
健
所　

斉
藤
富
美

代
、埼
玉
県
加
須
保
健
所　

田
村
の
ぞ
み
、

千
葉
県
印
旛
保
健
所　

山
本
浩
史
、
千

葉
県
君
津
保
健
所　

篠
崎
久
美
、
横
浜

市
保
健
所　

嘉
代
佐
知
子
、
山
梨
県
峡

南
保
健
所　

吉
留
慶
子
、
長
野
県
長
野

保
健
所　

小
野
辰
哉
、
静
岡
市
保
健
所

永
井
幹
美
、
東
京
都
多
摩
小
平
保
健
所

山
田
五
月
、
荒
川
区
保
健
所　

今
泉
厚

子
、
葛
飾
区
保
健
所　

髙
山
公
子
、
富

山
県
新
川
厚
生
セ
ン
タ
ー　

古
川
美
佳
、

石
川
県
能
登
北
部
保
健
所　

本
間
雅
代
、

福
井
県
丹
南
保
健
所　

定
由
道
子
、
岐

阜
県
関
保
健
所　

加
留
奈
美
、
愛
知
県

西
尾
保
健
所　

杉
浦
小
百
合
、
名
古
屋

市
保
健
所　

嶋
貫
徹
、
滋
賀
県
草
津
保

健
所　

黒
橋
真
奈
美
、
京
都
府
丹
後
保

健
所　

極
山
貴
子
、
大
阪
府
泉
佐
野
保

健
所　

勝
藤
訓
子
、
兵
庫
県
加
古
川
保

健
所　

藤
原
惠
美
子
、
尼
崎
市
保
健
所

石
井
智
鶴
、
和
歌
山
市
保
健
所　

丹
生

哲
哉
、
鳥
取
県
米
子
保
健
所　

伊
藤
敏

行
、
島
根
県
県
央
保
健
所　

林
清
子
、

呉
市
保
健
所　

谷
か
お
り
、
山
口
県
岩

国
環
境
保
健
所　

平
田
幸
治
、
徳
島
県

吉
野
川
保
健
所　

廣
瀬
寿
美
、
香
川
県

中
讃
保
健
所　

大
平
明
美
、
愛
媛
県
四

国
中
央
保
健
所　

内
田
和
彦
、
高
知
県

中
央
東
福
祉
保
健
所　

永
野
由
美
子
、

福
岡
県
南
筑
後
保
健
所　

馬
場
洋
、
福

岡
市
東
保
健
所　

渡
邉
理
恵
、
佐
賀
県

杵
藤
保
健
所　

永
島
新
二
、
長
崎
市
保

健
所　

川
原
る
み
子
、
熊
本
県
菊
池
保

健
所　

川
口
薫
、
大
分
県
中
部
保
健
所

佐
藤
裕
子
、
宮
崎
県
中
央
保
健
所　

高

妻
真
子
、
鹿
児
島
県
川
薩
保
健
所　

上

園
千
鶴
、
沖
縄
県
南
部
保
健
所　

玉
城

い
ず
み

岩佐敏山梨県峡南保健所長による
開催地会長あいさつの様子

全
国

保
健
所
長
会

だ
よ
り

全
国
保
健
所
長
会
総
会
報
告

�

全
国
保
健
所
長
会
総
務
担
当
理
事
／
山
梨
県
富
士
・
東
部
保
健
所
長
　
中
根 

貴
弥


